
大阪市職員のためのゲートキーパー研修

今年度、9月10日からの「自殺予防週間」の開始に合わせ、市民や自分以外の職員の心の変化に気づくことや、
職員自身の心のセルフケアにつなげることを目的に、自殺予防に関する基本的な知識やゲートキーパーの役割につい
て、任意によるeラーニングを実施。
また、本市の自殺対策は「大阪市自殺対策基本指針（第２次）」のもと、具体的な取り組みを推進しているところ
であり、施策を進めていくにあたっては、大阪市職員一人ひとりに対し、各所属で取り組んでいる施策が「生きることの
包括的な支援」として自殺対策に繋がっており、所属間が連携して取り組む必要性の認識について、職員の意識を
醸成することも合わせて目的としている。

背景・目的

研修内容等

1.大阪市の自殺死亡統計の現状
大阪市における自殺死亡率の推移や年
齢階級別の死因別死亡数について紹
介

2. 動画視聴 （15分）
「自治体職員向けゲートキーパー研修
（傾聴編）」
※作成：厚生労働大臣指定法人・一般社団法人
いのち支える自殺対策推進センター（JSCP）

3. 相談窓口の紹介
自殺対策情報検索サイト、自殺防止の
主な相談窓口等の相談窓口について紹
介

4. 確認テストなど

（１）内容

（２）対象者・実施期間等

対象者
大阪市全職員（ただし、水道局を除く）

実施期間
令和６年９月10日（火）

～10月10日（水）
※９月10日から９月16日の 「自殺

     予防週間」の開始日に合わせて実
     施
受講人数

16,189人
※全体:24,547人のうち、約66％

（参考）最近の議会 質疑状況
〇令和５年11月 決算特別委員会（維新・黒田委員）

・本市の自殺の現状及び教育委員会事務局、こども青少年局における小中学校での自殺対策の取組について
〇令和６年２月 市会本会議 代表質問（維新・野上委員）

・「生きることの包括的な支援」としての本市の自殺対策について
〇令和６年３月 民生保健委員会（維新・近藤委員）

・各局の施策が「生きることの包括的な支援」として自殺対策に繋がっていることを改めて職員が認識するための取組について
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